










































































































































































































































































A B C D
x方向 6 11 10 8
y方向 10 14 16 12
z方向 6 8 9 8
要素数 360 1，232 1，500 768
自由度 1，788 6，608 8，020 3，984
（A）
（C）
（B）
z2！“x
図11分割図
　得られた一次共振周波数および計算時間を表6および7
に示す。同表に示すFD－TD法の結果は密分割を用いて得ら
れた結果であり、基準の値と仮定する。分割図（A）～（C）
を用いて得られた結果から分割数を増やすにつれ精度の向
上がみられ、分割数が一番多い、分割図（B）が良好な結
果となった。しかしながら、分割図（B）と分割図（D）を
比較した場合、分割図（D）は分割図（B）よりも分割数が
少ないにもかかわらず、FD－TD法の結果に近い結果が得ら
れている。ただし、その理由は、現時点ではまだ説明はつ
いていない。
7．　むすび
　損失を考慮した共振器の共振周波数を有限要素法によ
り求めた。得られた結果はFD－TD法や参考論文の結果と良
好に一致した。したがって、有限要素定式化に関しては妥
当性が高いと言える。また、異なる手法で良好に一致ずる
共振周波数が得られたことは、今後の共振器解析において
も信頼性の高い解析が可能となったと言える。しかしなが
ら、大規模な損失を含む問題を解析するという観点からは、
大きな問題が残っている。本報告と文献田との大きな違い
は、Nx2＞の線型方程式の解法であり、本報告では、定式
化によって？〉×Nのマトリクスを対称ではなくBCG法に
より非対称マトリクスを解いている。今後は、BCG法の改
良、あるいは、より効率的な線形方程式の解法を導入する
必要がある。さらに、式（4）における【M・・｝1の存在により大
次元問題の解析を難しくしており、［M・｝1を求める効率的
な手法の導入が必要であろう。一方、ハイパーサーミア装
置の解析については、ここで得られた共振周波数を2つの
励振点に加えて、周波数領域解析により電磁界分布を求め
ること、などが今後の課題である。
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